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づくりアンケート」を 2003年 9～12月に実施した（1）。翌 2004年 7月に第 1次自治体ヒアリ




同年 7月に関東の 1区 3市（志木市，旧太田市，江戸川区，武蔵野市），9月に北海
道・東北の 2町 1村（旧碇ヶ関村，旧瀬棚町，ニセコ町）を訪問。2005年 9月には
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村，科野村，倭村の 1町 8村が合併し，市制が施行され中野市が誕生。1956年 9月に下水内
郡豊井村と永田村が合併し豊田村となり，2005 年 4 月に中野市と豊田村が新設合併し，
（新）中野市が発足した。
人口の推移を見ると，小布施町は 1960年の 10,098人が，1970年には 9,625人へと減少
し，1985年の 11,663人へと回復，ピークとなり後は若干の減少を示しつつ現在に至ってい




































































年での 11,000人の人口が 2000年には 3,733 人に減少しており，上越市への編入を決断し














































































































































































































ュレーションを行い，今後 20年間で年平均 2億 6千万円の赤字が発生するとし，2008年度






























































































































































































































3. 2. 7 ライカによって育まれたカメラづくりへの情熱
創業者父の死によって 1988年に会社を引き継いだ小林博文は，幼いころからカメラが好き
でたまらなかった。『朝日カメラ』（1999年 11月号）の「特集ライカ M 3は生きている」で
ライカにあこがれ続けた自分を語っている。












うんですよ。ライカの最高機種は M 3だと。それまで M 4が一番と思っていても，こういう
ふうに言われてしまうと気になってしょうがなくなるのが人情ですよね。しばらくして，東京
のカメラ店で中古の M 3を 24回ローンで購入しました。それから M 3と M 4を平行して使
うようになったのですが，私はライカの標準レンズとして 35ミリレンズを考えているので，



















































































































眛 修景事業の歩み http : //www.shukei.jp/guidance.html
眷 「小布施町 自立に向けた将来ビジョン－小さな町の大きな挑戦－」2004年 2月，小布施町。
眸 前掲，「小布施町 自立に向けた将来ビジョン－小さな町の大きな挑戦－」。
睇 須坂市・高山村任意合併協議会は 2004年 9月に解散し，合併に至らなかった。
睚 「小布施町景観計画」2006年 3月。
睨 1975年と 2005年とを比較すると，農家戸数は 1,275戸→916戸，農家人口は 6,194 人→3,966
人，農家人口率は 58.0％→34.6％と変化している（『統計でみる小布施町の姿 平成 18年度版』
小布施町）。
睫 調査時の 2007年時点で，開発許可を得て住宅建設を着工したのは 4件ほどだが，そのなかには町
内の住民の転居が含まれているという。人口を増やすには町外からの転入を促進する必要があるた
め，今後は町ホームページでの PR や，「東京小布施会」で情報発信を行い，U ターン者を獲得す
るなどが検討されている。
































本稿脱稿後の 2009年 1月 3日，本研究の中心メンバーであった遠州敦子先生が逝去され
た。本稿でとりあげた長野県小布施町への調査をセッティングされ，ご自身も参加を望んでお
られたが，ご病状のため果たせなかったことが残念である。心からご冥福をお祈りし，本稿を
捧げたい。
（たきもと よしふみ 公共政策学科）
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